
 
第２９回子どもたちの人権メッセージ発表会 

（特別区・島しょ人権啓発ネットワーク協議会主催） 
 校長 関口 一也 

 

表題の催しは、人権作文を書くことを通じて人権尊重の重要性について理解を深めることを目的に東京都

の全区市町村が参加して毎年開催されています。(発表学年は４，６年) 

今年度は練馬区を代表し４年生が参加

しました。ブラインドサッカー選手によ

る、体験型授業（今年度実施）の経験を

題材とすることとし、書く前に学級では 

・体験を通じて感じたこと、学んだこと 

・人権について考えたこと 

といった点について話し合いをしまし

た。  

経験の共有、友達との意見の交流を経

て、一人一人がしっかりとした思いや考

えをもって原稿用紙に向かいました。 

右の作文は、９月２０日に開催された

発表会でメッセージとして発表した文章

です。 

体験を通して「障がいのある方と共に

過ごすために大切なことは何か」という

課題意識をもち、自分には何ができるの

かを考え、さらにあるべき未来社会を思

い描くなど、思考の深まりが読み取れま

す。 

題名にある「みんな自由」という言葉、

他の児童が書いた文章に見られる「個性」

という言葉に、私は人権の価値やその重

要性が表現されていると思います。偏見、

差別のない未来社会への決意表明を、とても尊いものと感じます。 

「人権尊重の精神」の育成を、東京都教育委員会は基本方針の第一に掲げています。多様な人々が暮らす

東京にあって、人権尊重の理念についての理解を深めること、思いやりの心や社会生活のルールを身に付け

ることが重要であると記しています。小学生にとって、互いの人格を尊重することや思いやりの心を育むこ

とは、重要な発達課題です。発達の段階に応じ、また具体的な場面を取り上げながら、自分の大切さととも

に他の人の大切さを認めることができるように指導にあたります。 

  
 
 
 
 

 

 

 

 

３年生より 
２学期の3年生は、運動会、１年生へ読み聞かせ、スーパーマーケット見学、展覧会などなど、児童が主体的に

取り組む姿をみる機会がたくさんありました。日常の授業でも、楽しみながら意欲的に取り組んでいる姿に、感心
させられる場面がたくさんありました。 

12 月は、旭丘フェスティバルを実施します。子供たちが企画から運営まで力を合わせることができれば、素晴
らしい１日になります。２学期最後の一大イベントを、成長してきた３年生の力で成し遂げてほしいと期待していま
す。 

２０２２年の終わりが近づいていきました。「終わりよければ全てよし」「有終完美」そんな言葉が浮かんできま
す。充実した気持ちで終えられるように、お家でも、年末の意味について話し合ってみてはいかがでしょうか。 

練馬区立旭丘小学校 

学校だより 12 月号 

令和４年 11 月 30 日発行 

決めつけないでみんな自由 
練馬区立旭丘小学校 四年 髙原 れい  

  
ブラインドサッカーの体験前までわたしは目が見えないなんてこ

わいなと思っていました。料理するとき包丁は使えるのか、前にも
のがあったらぶつからないか、など「あぶない」「できない」こと
が多いと思っていました。 
 そして、ブラインドサッカーを体験する日になりました。アイマ
スクをつけると暗くて何も見えません。一しゅん一人だけになった
ような気がしました。けれど、友達が声をかけてくれるので、とて
も安心しました。 
 体験で難しかったのは相手の立場に立って考えるということで
す。ボールのある所にアイマスクをしている人をゆうどうするとい
うことをしましたが、相手と向き合ってやったので左右が反対で
す。なので相手から見てどちらなのかを考えながらゆうどうしま
す。最後に体験の指導をしてくださった辻選手という方も、 
「見える人が『もうちょっとこっち』と言っても見えない人はボー
ルがどこにあるか分からないから『左に何歩』と言ってあげる思い
やりが大切。」 
と言っていて、目が見えない、耳が聞こえない人などには、思いや
りが最も重要だと思いました。 
 社会に出ると、耳が聞こえないからはたらけないなど決めつけ
て、障がい者から人権をうばってしまうかもしれません。それなら
その人に仕事が出来る方法を考え、障がい者にも、障がいがない人
にも同じようにせっしてほしいと思います。 
 わたしはあと八年ほどで大人になります。その間に、障がい者が
困っていたら勇気を出して声をかけて、自由にすごせるようにして
あげたいと思いました。 



 

1 木 あさひ小中合同学習 

2 金  

3 土  

4 日  

5 月 安全指導 クラブ活動 

6 火  

7 水 
４年生ときこえの交流会 

書初め練習（３・４年） 

8 木 書初め練習（６年） 

9 金 クリーン活動 

10 土 
土曜授業日 授業公開（１・２校時） 

音楽鑑賞教室（３校時） 

11 日  

12 月 ５時間授業 書初め練習（５年） 

13 火 社会科見学（３年） 

14 水 避難訓練 旭フェス紹介集会 

15 木 
旭丘フェスティバル  

あさひ５時間授業 

16 金 歯科保健指導（５年） 

17 土  

18 日  

19 月 クラブ活動 

20 火  

21 水 昔遊び体験（1年） 

22 木 給食終 ５時間授業 大掃除 

23 金 2 学期終業式（３時間授業）                  

 

 

 

 

 

 

 

令和５年 

1/10 

（火） 

3 学期 

始業式 

＜予定・持ち物＞ 

（１）予定 

全年年５時間授業／給食開始  

（２）各学年共通の持ち物 

□防災頭巾 □上履き □体育着 

□給食の用意 □筆記用具 

□連絡帳 □冬休みの課題 

 

冬季休業日 

12/２６～1/７ 

※12/29～1/3 は機械警備 

となり学校には入れません。 

＜クリーン活動＞ 

 12 月 9 日（金）に、奉仕の気持ちを育

てるとともに、学校の一員としての自覚を

高める目的のもと行います。中休みの時間

に落ち葉や小石を拾って、学校の中や周り

を綺麗にします。必要な人は軍手を持って

きてください。 

＜音楽鑑賞教室＞ 

12 月 10 日（土）３校時、全学年を対

象に楽団「リヒト」による吹奏楽演奏を鑑

賞します。この楽団は、練馬区にゆかりの

ある団員で構成されており、コロナ前まで

は、旭丘小でも毎年演奏会やワークショッ

プを行っていました。今回は約３年ぶりの

開催となり、ディズニー、アニメ、クリス

マスの名曲を演奏してくれます。 

※児童のみの鑑賞です。 

＜４年生ときこえの交流会＞ 

１２月７日（水）に４年生ときこえの教

室の交流会を行います。４年生は、１１月

の総合的な学習の時間に、補聴器体験や、

分かりやすく伝え合う工夫などについて学

習をしました。交流会は、きこえの教室の

友達と「どのように話したり行動したりす

ると一緒に楽しく遊ぶことができるのか」

ということについて、実際に関わり合うこ

とを通して考える活動です。「すべての人

が支え合って楽しく生活することのできる

社会」について考える機会になることを期

待しています。 

旭丘フェスティバル 

 今年は３年ぶりに旭丘フェスティバルが

復活します。あさフェスは多くの子どもた

ちが「楽しみにしている行事」の上位にあ

げる行事です。自分達で考えて、自分達で

運営する、子どもたちが主体となって行う

行事です。 

 残念ながら、保護者の参観や地域の幼稚

園・保育園の子どもたちの招待はできませ

んが、各クラスが工夫を凝らした素敵なお

店や子どもたちが楽しく遊ぶ様子は、学校

ホームページなどでお知らせします。 

１２月行事予定 


